
五十嵐泰正

{雑誌論文}

社会学説究室スタッフ (2011年震)

1. r安易な「労働 I~f] ffilJでは低生産性から抜け出せないJr週刊エコノミストi
4 fj 19日特大号，毎日新開社， 2011年 4月， 50~53ページ。

2. rr土地に縛り付けられている人々 jと「旅行者j一一震災があらわにした

可動性という分断線Jr移民・デイアスポラ研究 2 東日本大震災と外!芸人j

明石書h~~ ， 2012年 2月予定， 75~86ページ。

3. r多文化都市におけるセキュリティとコミュニテイ形成J円土会学評論J62 

(4)， 2012年 3月予定。

{書評}

1. r塩j京良和著『変革する多文化王義へ オーストラリアからの展望.ur三日:1
社会学j第16号， 2011年 7月， 144~146ページ。

{事典項呂執筆}

1. r第 3の空11，¥jJr空間とネットワークj地域社会学会編 fキーワード地域社会

学jハーベスト社，2011il~ 5月， 158~159 ， 164~165ページ。

[インタビュー}

1. rホットスポットとよばれた地域がつくる「安心Jとは(前編)J rαSYNODOSJ 

vol. 94， 2012{i三2月15EI 0 

2. rホットスポットとよばれた地域がつくる「安心」とは(後J編)J rαSYNODOSJ 

vol. 96， 2012年 3月15日予定。

{学会口頭報告，講演など}

1. r犯罪・災害を前にした可動性という分断線Jrテーマ部会 犯罪・災害リス

クとコミュニティ j日本都市社会学会第29[1]大会，新潟大学， 2011{1:. 9月O

2. rコメントJrシンポジウム 東呂本大震災と日本社会』筑波社会学会第23回

大会，筑波大学東京キャンパス， 2011年10月。

3. r3.11後の柏農業へのご提案-r安全・安心の柏産柏消J円卓会議の取り

組みからJ側アグリプラス農業者研修会，さわやかちば県民プラザ， 2011年11

jヲ。

4. rホットスポットで生活する，ということとは?J柏市毘際交流協会セミナ

一，京北ホール， 2012年 2月O
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土井隆義

{著書-編書}

1. r <若者の現在〉政治j(小谷敏・芳賀学・浅野智彦との共編)日本図書セン

ター， 2011年 5月

2. r少年犯罪〈減少〉のパラドクスj岩波書j苫， 2012年 3月

3. r <若者の現在〉文化j(小谷敏・芳賀学・浅野智彦との共編)日本図書セン

ター， 2012年 3月

{編番論文}

1. I青少年のケータイ・コミュニケーションー常時接続される人間関係の光と

影-J内閣府政策統括宮編 f平成22年度・青少年育成のための地域連携推進事

業報告書j内閣府， 186~199頁， 2011年 4月

2. I脱暴力化する青少年のメンタリティー今Bの少年非行の動向を考える -J
内閣府政策統括官編 f平成22年度・青少年育成のための地域連携推進事業報告

書j内閣府， 200~218頁， 201]年 4月

3. Iキャラ化する政治意識の行方一素人っぽさの時代のi主政選挙-J小谷敏・

土井隆義・芳賀学・浅野智彦編 r<若者の現在〉政治J日本図書センター，第

3 j!苓， 95~127頁， 2011年 5月

{雑誌論文}

1. Ir再埋め込みjの時代一生活満足度の高さが意味するもの-J r社会学ジャ

ーナ jレj第37号， 2012年 3)~ 

{その他i
1. I小国・土井のここが問題一自立つことへの強烈!な恐怖-J r青少年問題J，

第642号， 48~51頁， 2011年 4月

2. I犯罪責任の所在と安全な社会Jr青少年問題j第642号， 60頁， 2011年 4月

3. Iケータイ・ネット・いじめJ汐見稔幸ほか編『よくわかる教育原理j，234 

~235頁， ミネルヴァ書房， 2011年 4月

4. Iニコ動ユーザー暴走の裏にある素人優位社会の危険性Jrサイゾ-J， 124 

頁， 2011年 5月

5. I SA VE IBARAKI一機能停止の大学で、学生が起こした奇跡-J r今こそ，学

問の話をしようJ，河合塾， 2011年 6月

6. I刑政11寺評 I鐙のi鳴る丘」コンサートJn持政j第122巻第 7号， 44~45頁

号， 2011年7月

7. Iマニフェスト型政治の盲点Jr北海道新lifU夕刊， 2011年 7月2日

8. Ir自本は命つjの光と影Jr北海道新聞J夕刊， 2011年 9月 313 

9. I小田・土井のここが問題一匿名文化の光と影-Jr青少年問題J，第644号， 52 
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~55頁， 2011年10丹

10. rコミュニケーション至上主義の時代一つながることに安心感を求める現代

人-J 広告会議j，第34号， 76~77頁， 2011年11月

11. rJfリ政時評:タイガーマスクと，だてマスクJDFIJ政j第122巻第11号， 56~ 

57頁， 2011年11月

12. r少年犯罪の減少ー希望なき社会を反映?-J r北海道新開 9福， 2011年

11月25日

13. rかけがえのない関係とは一偶然性と多様性をめぐって-J rアンジャ 1)j第

22号， 8 ~11 頁， 2011年12月

14. r震災復興下の自殺対策Jr北海道新開J， 9部， 2012年 2月24日

15. rJ持政H寺評:再非行少年率の高さが物語るものJr刑政j第123巻第 3号， 2012 

年 3月

野上元

{著書}

1.(分担執筆)藤村正之編 f命とライフコースの社会学j弘文堂， 2011年11月

(第14章「戦争体験の社会史Jp 196-209) 

2. (共編著) rr号上元・福間良 I~~編『戦争社会学ブックガイド 現代世界を読み

解く 132illtj創元社， 2012年 3月

{報告書}

1. r大霞会の研究一内務省の Pi没後史JJ liilJ 133義ill編 f戦後日本における内政体

制の研究J(科研費基盤A報告書， 2012年 2月)

{その他}

1.(書評)r書評 成田龍一打戦争経験Jの戦後史一諮られた体験/証言/記

憶j岩波書庖Jr日本歴史J(1ヨ本歴史学会) 2011年 6 月 (757~号)， p129-131 

2. (コメント) ri決争体験継承リレー 柊iIiたから66年目の夏JrM日新lir1J2011 

年 8月11日(第 2長野面)

3. (研究動向)rテーマ別研究動向(戦争・記憶・メディア)一課題設定の時代

被拘束性を越えられるか?J 問:会学評論J62巻 2号， 2011年， p 236-246 

{報告・講演}

1. r座談会 保苅実の歴史学をいかに受けつくいのかけ北海道大学アイヌ・先

住民研究センター主催 f保苅実写真展 カントリーに呼ばれて ~オーストラ

リア・アボリジニ とラデイカル・オーラルヒストリー~J 2011年 4月16日，

北海道大学総合博物館

2. rく核>のない教室 軍事的啓蒙としての「機動戦士ガンダムJJ第39回文化
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社会学研究会， 2011年 7月 2B，早稲田大学戸山キャンパス

黄 )11長女iE

{原著論文i
1. r新韓流・ニューメディア・若者jr学習たより J!ヨ本理容美容教育センタ

ー， 171号， 2012年， 12-16真。

2. r新韓流の文化社会学一韓毘大衆文化の日本的遊び方の構造と実践-j r社会

学ジャーナルj第37号， 2012年， 1-20頁。

{学会発表要旨録}

1. r日本の学校・大学の社会的資本-安心資本としての開窓会一母校をサポー

トするi司窓会・同窓、生，学校・大学の関係構造変容 -j シンポジーム「日本の

大学と社会:大学生文化，同窓会，地域社会j，r2011年度，韓国日本教育学会

春期大会発表要旨録J2011年， 13-21頁。

2. r東日本大震災にみられる日本社会の構造強化と変動一集団主義・個人主義

社会の再帰的構築とメディア-j， r韓国日本学会第841m大会発表要旨J，2012 

年， XXVll1。

[その他}

1. r拡大する f新韓流Jj筑波大学新聞， 2011年， 9月5日， 4面

2. rコーディネート，司会jrシンポジウム 東日本大震災と日本社会』筑波社

会学会第231m大会，筑波大学東京キャンパス， 2011年10月29日

[国際学会研究活動}

1. r日本の学校・大学の社会的資本・安心資本としての同窓会一母校をサボー

トする j司窓会 .1可窓生，学校・大学の関係構造変容-j，シンポジーム「日本

の大学と社会:大学生文化， I司窓会，地域社会j，2011年度，韓i童日本教育学

会春期大会， 2011年 5月21!ヨ，ソウル教育大学(韓国)

2. r EI本の大地震・原発事故における危機管理の社会的特性一社会的構造・他

人的実践・メディア -j講演会， 2011年 5月23B，ソウル市立大学(韓呂)

3. r東日本大震災にみられる日本社会の構造強化と変動一集団主義・個人主義

社会の再帰的構築とメディア-j，基調講演，韓国日本学会第84回大会， 2012 

年 2月 4EI， I司徳女子大学校(韓国)

森直人

{編書論文}

1. r個性化教育の可能性:愛知県東浦IHJ・の教育実践の系譜からJ宮寺晃夫(編)

f再検討 教育機会の平等j岩波書}苫， 115~146頁， 2011:1:1三8月(単著). 
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[ iiJf究報告・鼎談i
1. fT福祉国家と教育jをめぐる論点メモJ比較教育社会史研究会2011ゴi:':夏季例

会，関西学院大学， 2011年 8月2日.

2. r大衆教育社会と/の教育改革教育と平等jをめくってJr社会理論・社

会構想と教育システム設計jプログラム・第 2セッション，越後湯沢高半， 2011 

年8月271::1.

3. (鼎談)r再生産論の観点からJt(研究諜題)知性を生かし，共に成長しよう

とする人間の育成 r個性」に応じる学習活動の創造j愛知県東浦町立石浜国

小学校・拡大現職全体会， 2012年 1)=] 23 B . 

4. rr福祉国家j構想と〈授産〉の涯史的布置:教育機会と生存保障のはざまで」

比較教育社会史研究会2012年春季例会，慶応大学， 2012年 3月11日.

女子井 裕明

[論文}

1. r障害者表象をめぐり“新たな自然さ"を獲得するためにJ(単著)荻野Ei弘

編著 f文化・メディアが生み出す排除と解放j明石書);5，2011王子 7)=j301::1，139

-170頁

2. rカテゴリー化を今一度見直す一一他者と繋がるためにJ(単著)同!論と動

態j第4号，社会理論・動態研究所， 2011年12月10EI， 77-95頁

3. rエスノメソドロジ一一民俗学とエスノメソドロジーの接点とは?J (単著)

山泰幸・足立重和編著『現代文化のフィー jレドワーク入 rlljjミネルヴァ警

房， 2012年 1月， 223-244頁

[書評・コラム・エッセー}

1.警告Icr荒井裕樹rI嘩害と文学jJ(2000字)， r図書:新lirJJ第3012号， 201111:': 4 

月30日

2.書評 rU-I1五富秋『フィールドワークのアポ 1)アjJ(2000字)， r図書新1111J第

3021号， 2011年7月9Iヨ
3. コラム fくまさんの本の森⑬ r生存学jという知的実践一一障老病異と共

に暮らす世界の創造J(3000字)， rそよ風のように街に出ょう j第81号， りぼ

ん社， 2011年 7月2513，66-67頁

4. エッセー「差別論を読むための10fHJ--一部落問題を中心にJ(17枚)， r部落

解放J第650号，解放出版社， 2011年 8月， 4-11頁

5.書評「日本人類学会監修 fフィールドワーカーズ・ハンドブックjJ(2000字)

f図書:新聞j第3034号， 2011年10月15臼
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後藤美緒

{論文i

大学院生(社会学分野)業績一覧 (2011年度)

1. r戦間期の学生の読書実践一一東京帝大新人会の共同性の模索Jr社会学評論j
(62) 1 : 51-67. 

{書評論文}

1. rr <住宅〉の歴史社会学一一一日常生活をめぐる啓蒙・動員・産業jJr年報筑

波社会学J(3・4合併号): 85-90. 

[学会報告}

1. r東京帝国大学セツルメント医療部に見る戦前の社会事業j関東社会学会第

59毘大会，自由報告部会，明治大学， 2011年 6月18日.

楠沼恵美

{学会報告}

1. rモダン都市東京の盛り場と噴水の想像力Jr関東社会学会第591fI1大会j自由

報告部会，明治大学， 2011年 6月.

{論文}

1. rモダン都市東京の噴水Jr社会学ジャーナル』第36号， 43 -57頁.

赤羽由起夫

{学会報告}

1.“Should School Be Responsible for Crime that Occurred in a School Set-

ting?: Comparative Study of the News Reports on the Two Famous Mur-

der Cases in Japanぺ16thWorld Congress of the International Society for 

Criminology， Session by JFCA Member Organization，円Considerationof 

Openness and Security for Children in the School Property"， Kobe Inter-

national Conference Center， 5 August 2011. 

2. r境界と犯罪不安の関係一ーリスク社会化は犯罪不安を増大させるのかJ日

本犯罪社会学会第37毘大会，テーマセッションcr犯罪不安とリスク社会J，
立命館大学衣笠キャンパス， 2011年10月22EI. 

富井久義

{学会報告}

1. r社会福祉運動における構成員の意味構築J，第59巨i関東社会学会大会，第 3
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部会第 3報告，東京:明治大学， 2011年 6月

高橋航

{新聞記事i
1. r私が見た居場所JrFonte (フォンテ) NQ321J， NPO法人全国不登校新開

社 2面， 2011年 9月 113 
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